
２０２０年１２月１日 発行         久玉地区振興会新聞 

１１月 7・8 日久玉町文化展が開催された。昨年までは芸能文化祭として、お茶会・作品

展・ステージでの発表会・昼食には婦人会がこしらえた「だご汁定食」等で盛会に開催され

ていたが、今年は新型コロナ感染防止のための３密が避けられないことから、ステージ部

門は中止することにして作品展示だけの文化展となりました。 

只、作品展示だけとなると充実した会場ができるのか心配したが準備の段階でそのこと

は解決されました。コミュニティセンターに入ると目の前に寒蘭３０鉢が並び凛とした姿で

気品を漂わせ迎えてくれました。講堂に入ると牛深東小・中生徒の硬筆・書があり、一般の

部の絵画・手芸・バッグ・俳句・陶器・生け花等が会場一杯に整然と展示され広い講堂に少

しも無駄がない状態となりました。いずれも素晴らしい作品ばかりで、毎年思うことだが凄

いと思わずにいられない、中にはこれを売りに出したらどれだけの値段になるのだろうと想

像できないものもありました。 

牛深・深海・二浦の来場者からも久玉の人は素晴らしい！作品のレベルが高い！と 

感嘆の言葉を多くいただきました。 

２日間の入場者は 130名を超えましたが、 

これだけの作品が揃う文化展ならもっと 

多くの人に鑑賞してもらいたいと心から 

思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回　覧

海ん里（壁飾り） 

てまんご会（着物タペストリー） 

会場風景 寒蘭 

生け花教室（花生） アート教室（絵画） 

東小（書） 上揚サロン（タペストリー） バッグ堤物 
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参加者２５名 

11月 11日（水）、牛深警察署・交通課の方々による 

「高齢者の交通安全」についてのお話がありました。

交通に関する○×問題が出されたり、動画を見なが

ら、夕暮れ時や夜間に多い事故がどのようにして起こ

っているか？そしてそれをどう防ぐか？を教えていた

だきました。交通や道路上の問題点（あおり運転や道

路の線が見えにくく走行が難しい）などで困った場合

や気づかれた事などがありましたら、警察署にお知ら

せください！とのことでした。 

運転手も歩行者も危険を予測しながら気を付けなけ

ればと、改めて考える時間となりました。 

 

 

12月 9日（水）  午前 10時～ 
演題：「地域おこし協力隊とは 私が思う牛深」 

講師：地域おこし協力隊 福田祐司さん 

１１月１５日（日）、久玉うたおう会と玉泉会によるあなたの歌謡祭が開催された。 

 今回は「コロナ禍」のため出演者が観客を兼ねることになったがそれでもやりたいとの強い気持ちが伺

える。会場のイスは 40個だけ 2メートルの間隔で並べられ、少し寂しい気もするがやむを得ない。カラオ

ケは一曲歌うごとにマイクを消毒布で拭き、歌っていない人は皆さんマスクを付けている。 

又 30分ごとに窓と扉をすべて開け換気を行ってコロナ感染防止の対策は万全だ。 

ステージに立つと観客は少なくてもステージ衣装で歌手並の人もいればそうでない人もいるが皆さん

真剣に聞いてくれているのが嬉しい。中でも盛り上がったのがフィナーレの「創作牛深ハイヤ踊り」。 

14 人の出演者がステージで入れ替わり立ち替わり動き回り見事な踊りを披露し、最後に全員で魚が

いっぱい入った網を引き揚げるシーンは圧巻で度肝を抜かれた。 

来年は敬老会でも是非披露して欲しい。 
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成   績  

1位 野口清見  35点  

2位 福本幸人  35点  

3位 上村直代  36点 

4位 大塚鐵太郎 37点 

5位 川上芳江  37点 

      （敬称略）          

１０月３０日（金） ７1名が参加して明照園グラウンドゴルフ大会が開催された。 

スッキリ晴れているが秋の涼しい風が気持ちいい。 

開会式で、三宅理事長が「コロナ禍のため明照園も家族との面会を断っていますがタブレットを使って

利用者の皆さんの様子を見られるようにしています。皆さんは家に閉じこもっているばかりでなくお互い

注意しながら楽しむことも必要と思います」と挨拶された。 

秋らしい清々しい天気のなかで皆さん終始笑顔で真剣にグラウンドゴルフを楽しんでいた。 

尚、入賞された人は次のとおりです。 

 

11月２１日（土）振興会主催で新和町にある竜洞山散策を実施した。 

参加者 19名（内子供2人）、目的地まではかなりの時間がかかること

からマイクロバスで登り、頂上を散策することにした。 

途中、楠浦の眼鏡橋に立ち寄った。綺麗な水がコンコンと流れる、幅 

１０ⅿ以上はあると思われる川にはアーチ状で優美な石橋がかかってい

て先人の石工技術の高さにはただただ驚かされた。 

 竜洞山頂上駐車場から急な坂道を徒歩で１００ⅿくらい登ったところに

ある展望台からは産島、獅子島、御所浦島のほか小さな島々が眼下に

広がる。天草の海岸は西海岸がクローズアップされがちだが東海岸の

眺めも素晴らしい。アスレチック広場に大きなシートを広げて輪になって

の昼食、それぞれが持参した弁当を食べながらのおしゃべりが楽しい。 

頂上にはキャンプ場、テニス場、売店もありリゾート地としても 

整備されていた。更にそこから１００ⅿくらい登ると仏舎利塔が 

あり、塔の大きさと御釈迦様のお姿は豪華絢爛な創りで圧倒さ 

れるものだった。楽しかったね！と飛び交う言葉のとなりで来年 

はどこにしようかと考えながら帰路についた。 
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こんな方におすすめ 
元気になりたい！   足腰を鍛えたい！   認知症を予防したい！ 

      笑って過ごしたい！   地域の仲間と体操を始めたい！ 
教室の内容 
「いきいき百歳体操ほか、楽しい！面白い！心も身体も若返る体操」 

 

場所：久玉地区コミュニティセンター  日時：毎週月曜日 午前１０時～ 
参加料は無料です 

参加希望の方は下記までご連絡ください！ 
明石タエ   ℡ ０９０－７４５２－７８７２ 

 

   
千葉県在住・細野伊万里様  千葉県在住・山谷一徳様  千葉県在住・笹原誠志様 

大阪府在住・西岡良子様   長崎県在住・田邉孝広様   

他５名の方から久玉地区振興会へ寄附をいただきました。 

基金に積み立て、大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

内の原区は、いつ起きるかわからない自然災害に対し、起きない
ことを祈りながらも“いざと言う時、いかに逃げるかを身をもって体
験する”ために、平成２５年から７年間、この時期に避難訓練を実施
しています。 
訓練は、「避難経路を知るための歩行避難訓練あり、避難者や避

難支援者に対する炊き出し訓練あり、一人住まい高齢者の支援訓
練あり」と、それぞれの年によって異なりますが、毎年区民の参加者
は増加傾向にあり、自主防災の重要性が芽生えてきました。 
今年度の目的は、区が指定した地域一次避難場所を「区民に周

知し、問題点を発見し解決して」これからも発生するであろう自然
災害に備えようというものです。 
この地域一次避難場所とは、内の原区特有のもので高齢化が進

む内の原区において、高齢者から子供まで誰でも避難できるように
尾越地区・木場原地区・上揚げ地区・中組地区・下揚げ地区・松山
地区の６地域に分け、住民の身近な場所に安全で避難しやすい場
所を調査し、避難所道路案内看板並びに避難所看板を設けること
ができました。 
さて、今回の避難訓練の実施状況は 

全地域避難者数１１１名（子供６名、車いす１名）全区民の５１，３％ 
参加戸数７１世帯５９，４％ 
※今回の訓練で良かった点は、 

①身近な場所に避難場所があることを知り、昨年度より３１名増加
した 
②これまでの訓練では高齢者の出席か少数であったが、今回は高
齢者の増加は元より、小学生や車いす使用者も参加した。 
※問題点 

①雨天時の避難は、屋根がなく避難する気にならないのでは？ 
②避難家庭の見分けがつくように「青旗」等の表示はどうか？ 
以上、今回の訓練でも消防団をはじめとする区の各団体に、 
「区民が安全で、安心して生活できる」村造りに意欲が見受けら

れました。                    内の原区長 小田銀治                                       


